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  第1章

ピ ウ ス ツ キ の 生 涯



ロシア民族学の あけぼの

革命運動か ら民族学への道

加  藤 九 柞*

1.は じ め に

 ピ ウス ツ キBpoHHcπaB n湖cy皿cK曲 は19世 紀 末 か ら20世 紀 初頭 に か けて,サ ハ リ

ン原 住 民 の民 族 学 的 研 究 によ って 世界 に貢 献 した 。 しか し彼 が サハ リンにお もむ い た

の は,自 らの 自 由意 志 で はな くて,19世 紀 後 半 の ロ シ ア社会 で大 きな うね り とな って

い た ナ ロー ドニ キ(正 し くは ナ ロー ドニ チ ェス トヴ ォHaPOZtHvaqeCTBOで,そ の 意 味

はナ ロー ドニ キ の思 想,運 動 全 体 を さす 。 ナ ロ ー ドニ キHaPOJkHHKHと はナ ロ ー ドニ

チ ェス トヴ ォの運 動 家 を さす。 くわ し くは後 述)の 革 命 運 動 に加 わ った か どで,国 家

権 力 に よ って,政 治 犯 と して追 放 され た ので あ る。

 と ころ が 当 時 の ロ シ アで は,ピ ウス ツ キ と 同 じよ うに ナ ロ ー ドニ キ革 命 運 動 に加 わ

り,シ ベ リアへ 追 放 され,孤 独 と困 苦 の 中 で シベ リア原 住 民 の 民族 学 的 研 究 を 行 な い,

不朽 の業 績 を あ げ た人 々が ほか に も何 人 か い た ので あ る。 そ の多 くは ピウス ッ キ よ り

も年 令 的 に先 輩 で あ り,な か に は生 き方 や学 問 の研 究 方 法 にお い て ピゥ ス ッ キ に大 き

な影 響 を あた えた と考 え られ る人 々 も含 まれ て い る。 ヨヘ ル ソ ンB.H. HoxeπbCOH,

ボ ゴ ラズB・ 「・Boropa3,シ ュテル ンベ ル グJI・A・ 1皿TepH6eprら の民 族 学 者 で あ る

が,と りわ け シ ュ テル ンベ ル グ は ピ ウス ッ キ と ほぼ 同 じ時 期 に サハ リ ンで 流 刑生 活

を お くり,現 地 で 何 度 も会 って話 した問 が らで あ っ た。 そ の ほか ク レメ ンツ 双.A.

KπeMeHUと い う民族 学 者 は ヨヘル ソ ン,ボ ゴ ラズ その 他 多 くの研 究 者 を世 に出 す う

えで 大 きな 貢 献 を した。

 ロ シ ァ の民 族 学 史 を な が め る とき,ナ ロ ー ドニ キの 革 命 運 動 出身 の人 々の 多 い の に

驚 か され る。 当時,シ ベ リア の少 数 民族 の民 族 学 的 研 究 が ほ とん ど手 つ かず の ま ま残

さ れて いた と い う状 況 もあ るで あ ろ うが,こ れ は実 に興 味 深 い現 象 で あ る。 ロマ ンチ

ックで ヒュ ー マ ニズ ムに あふ れ た ナ ロー ドニ キの 思 想 とい う ものの 特 殊 性 に よ る もの

か,そ れ と も流 刑 に処 せ られた 人 々が 自分 た ちの み じめな 運命 を原 住 民 の 悲惨 な生 活

*相 愛大学入文学部 本館名誉教授
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に重 ね 合 わ せ,そ こか ら ヒュ ーマ ニ ズ ム的 パ トス を汲 み と った か らか,お そ ら く私 は

そ の 両 方 で あ ろ うと考 え る もの で あ る。

 ボ ゴ ラズ とシ ュ テル ン ベル グ は現 在 の ソ連 で も,ロ シァ ・ソ ビエ ト民 族 学 の 「クラ

シ ック」 で あ る と いわ れ る。 私 は こ こで ヨヘ ル ソ ンを 含 め て4人 の人 物 の 略伝 を紹 介

し,民 族 学 にお け る 「ロ シア学 派 」 の 源 流 につ いて 考 えて みた い と思 う。

2. ド ミ ト リ ・ ア レ ク サ ン ド ロ ヴ ィ ッ チ ・ ク レ メ ン ツ

   πMHTpH員AJIeKcaH双poBHq KハeMeHU

 ク レメ ンッ はナ ロー ドニ キ革 命 運 動 出 身 の学 者,探 検 家,作 家 と して 知 られ る。 ク

レメ ン ツは 流 刑 人 出 身 の シ ベ リア民 族 学研 究 者 と して は最 年 長 で あ った 。1848年,サ

マ ラ県 ゴ リャニ ノ ワ村 に生 まれ,は じめ カザ ン大 学,つ い で ペ テ ル ブル グ大 学 に学 ん

だ が,学 生 の 革 命運 動 に加 わ った た め に,大 学 は中退 に終 った 。1872年,ペ テ ル ブル

グ で ナ ロ ー ドニ キの 「チ ャイ コ フ ツ ィLlatiKOBUbl」 グ ル ープ に加 わ り,何 度 か非 合 法

で外 国 に 出,ラ ヴ ロフn.JI・naBPOBの 主 宰 す る 『フペ リ ョ ドBnepen』 そ の他 の ナ

ロ ー ドニ キ的 雑誌 の 同人 と して 活 躍 した。 「チ ャイ コ フ ッ ィ」 グ ル ープ は1869年 ペ テ

ル ブ ル グで チ ャイ コフ ス キ ーH.B.1-latiKoBcKHtiと ナ タ ンソ ンM. A. HaTaHcoHら

を 中心 に結 成 さ れた もので,ナ ロー ドニ キの 理 論家 ラヴ ロ フの 思 想 に基 づ いた もの で

あ った 。 ラヴ ロフ は,革 命 のた め に は時間 をか け て農 民 層 を意 識変 革 す る必 要 が あ る,

その た め には,青 年 た ちが 長 期 にわ た って 農村 に滞 在 し,熱 心 に 「社 会 革 命 」COUMa-

nbHa∬peBonlOUMfiの 必 要 性 を説 くべ きで あ る と力説 した 。 ラヴ ロ フ によ れ ば,歴 史

の 原 動 力 は 「批 判 的 に思 考 す る個 人 」KpHTvaqecKH Mblcnfl[llafl nMqHocTbで あ って,

階 級 闘 争 で は な い。 した が って学 生 運 動 や 労 働者 の ス トライ キ,ツ ァー リ政 府 に対 す

る抗 議 運 動 な ど は,革 命 運 動 に と って 有 害 無益 で あ る とい う。 この考 え方 は ま もな く

両 極 に分 化 した。1つ は穏 和 な 自由主 義 的 方 向,も う1つ は個 人 的 テ ロの 方 向 で あ る。

さて,ク レ メ ンツ は1878年 頃 ナ ロー ドニ キの代 表 的 団 体 『土 地 と 自 由』3eM朋HBo朋

の 創 設 者 の ひ と りと な り,そ の機 関 誌 の発 行 に たず さわ った が,1879年 逮 捕 され,南

シ ベ リア の ミヌ シ ンス ク に行政 追 放 さ れた 。 こ こで彼 は,マ ル チ ヤ ノ ブH.M. Map・

TbfiHOBと い う人 の努 力 で 開設 され た ばか りの ミヌ シ ンス ク博 物 館 の収 蔵 品 の 整理 を

引 受 け 『ミヌ シ ンス ク博物 館 の 古 代 遺物 』 双peBHocTH MHHycMHcKoro My3eHと 題

す るカ タ ログ をつ くり,1886年 に トムス クで刊 行 され た。 彼 は そ れ まで 考 古 学 の しろ

う とで あ った が,本 書 は ロ シア内 外 で 大 きな反 響 を もた ら した 。 また,ミ ヌ シ ンス ク
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か ら各地 へ旅 行 して 旅行 記 を発 表 した。 その 後 トムス クへ移 り 「シベ リア新 聞 」 の編

集 陣 に加 わ り,「 ヌル ガ リ」 と い うペ ンネ ー ムで 小 品 を 書 い た。 こ こで もい くつ か の

旅 行 記 を書 い た が,1890年 に は 「ミヌ シ ンス ク地 方 原 住 民 の手 太 鼓 」 と題 す る民族 学

的論 文 を発 表 した。 数 度 の モ ンゴ ル旅 行 の後,1891年 に は著 名 な チ ュ ル ク学 者 の ラ ド

ロ フB.B. PaAJIOBを 長 とす る ロ シ ア科学 ア カ デ ミー ・オ ル ホ ン調査 団 に加 わ った。

これ は ヤ ド リンツ ェ フSII(PMHqeBに よ って発 見 さ れ たハ ラバ ル ガ ス ン,カ ラ コル ム

の 調査 を 目的 と した もの で あ った が,彼 は この と き精 細 な 日記 を つ け,1898年 に刊行

さ れた 。

 1892年 イル クー ッ ク に移 り,ロ シ ア地理 学 会 東 部 シベ リア支 部 で研 究 す る 一 方,

『東 方 評 論 』 の編 集 に加 わ った。 ロ シ ア地 理 学 協 会 東 部 シベ リア 支部 で は著 名 な 探検

家 ポ タ ー ニ ンr.H. rloTaHHHが1887年 か ら90年 ま で責 任 者 と して 働 き,活 動 はた い

へ ん活 発 で あ った。 ク レメ ンッ は2年 間 の北 部 モ ンゴル の ウル ガ か ら コブ ドへ の 調 査

旅 行 を行 な った。

 ク レメ ンッが ヤ ク ーチ ヤ 調査 団 を組 織 した の は この頃 で あ る。 彼 は多 くの 人 か ら好

か れ る性 格 の 人 で,民 間 の 資 産 家 た ち か ら絶 大 な信 頼 を得,そ の 資金 を学 術 調 査 に引

き入 れ る能 力 を も って いた 。1890年 代 の は じめ,彼 は イル ク ー ツ クの 富豪 シ ビ リヤ コ

フV4・. M. CH6HP服OBの 資 金 に よ って,シ ベ リアに追 放 され た 政 治犯 を 動員 して ヤ ク

ーチ ヤ 調査 団 を 編成 した ので あ る。S ・Eコ ワ リクC.Φ. KOBapvaK,1.1.マ イ ノ ブ

14.H. MailHoB, V・1・ ヨヘ ル ソ ン, E, K・ ペ カ ル ス キ ー ∂. K. neKapcK雌, S. V.ヤ

ス トレム ス キ ーC.B. fAcTpeMcKlith, V.ボ ゴ ラズ ら,シ ベ リア の 民族 と言 語 の 研 究

にす ぐれ た業 績 を残 した 人 々 は,こ の 調査 団 か ら出発 した ので あ る。1895年 か ら約3

年 間 の 調査 で あ った。 この 調 査 団 を組 織 した ク レ メ ンツの 業 績 は極 め て大 きい と言 う

べ きで あ る。 また ク レメ ンッ は1893～98年 間 の モ ンゴ ル調 査 で の 地 質 調 査 を行 な った。

この 関 係 の論 文 で は,「 ミヌ シ ンス ク地 方 と ア チ ンス ク地 方 の塩 湖 と エ ニ セ イ川 上 流

部 デ ボ ン紀地 質 につ いて 」 と題 す る論 文 が あ る。

 1901年 の初 め,彼 はペ テル ブル グ に 出来 た 民 族 学 博物 館 の創 設 に招 か れ,そ の 初 代

館 長 とな った。1904年 山地 アル タ イ の カ トゥニ 川,チ ュイ ス キ ー地 方 を 調査,1898年,

科 学 アカ デ ミー の トゥル フ ァ ン調 査 団 の団 長 と な り,そ の成 果 は 『トゥル フ ァ ンとそ

の 遺 物』(Turfan und seine Atterthumer)(1899年 刊)と して ま と め られ,そ の 後 の 国

際 的 研 究 熱 の き っか け をつ くった 。 この ほか 遊 牧 民 に関 す る評 論,シ ベ リア の住 民 に

つ いて の 論文 な どが あ る。

 1910年 病 い のた め 引退 し,モ ス ク ワに移 って,1910～11年 雑 誌 『ル スキ エ ・ヴ ェ ド
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モ ス チ』 に 回想 録 を 発 表 した 。1914年1月8日,肺 炎 の た め に66歳 で モ ス ク ワで 亡 く

な った。

3. ウ ラ ジ ミル ・ イ リ イ チ ・ ヨ ヘ ル ソ ン

   BJIa双HMHpレIJIbHq HoxeJlbcoH

 こ の人 物 は北 東 ア ジァ の ユ カ ギ ール,ア レウ ト,イ テ リメ ン,コ リヤ ク,ヤ ク ー ト

な どの 研 究 者 と して 知 られ て い る。 と りわ け ユ カ ギル族 につ いて の大 著 は ユ ニ ー クで

あ る。 ヨヘ ル ソ ン は1855年1月14日,ヴ ィル ノBHnbHOの 古 い ユ ダ ヤ人 の家 庭 に生

まれ た 。 ク レメツ ッよ り7歳 下,セ ロシ ェ フス キーB.Cepo田eBcK哺 よ り3歳 上,

シ ュ テル ンベ ル グ よ り も6歳 上,ボ ゴ ラズ よ り も10歳 上,ピ ウス ツキ よ り も12歳 上 と い

う こ とに な る。 家庭 で は き び しい教 育 を受 け,は じめ ユ ダ ヤ教 の神 学 校PaBBHHCKoe

yqanHmeに 入 った。 こ こで もナ ロ ー ドニ キ のサ ー クル が で きた が,そ れ は思 想 的 に

n.JI.ラ ヴ ロ フ(1823--1900)に 近 か った 。 ヨヘ ル ソ ンは この サ ー クル で は じめて ナ

ロー ドニ キ運 動 を 知 り,ズ ンデ レヴ ィ ッチA.M.3yHneneBHqと 知 り合 った 。

 1873年 彼 は ウ ィル ノ の実 科 学 校Pea"bHoe yqHaMuUeに 入 った 。1875年 ナ ロ ー ドニ

キ の サ ー クル が 壊 滅 した と き,彼 は ドイ ツ にのが れ,76年 夏 まで ベ ル リンで仕 上 げ工

と して 働 きな が ら,講 演会 や講 習 会 に参加 して勉 強 した 。 この頃,若 きベ ル ン シ ュタ

ィ ン,カ ウ ッ キ ー らに も出会 った。 ドィ ッで は,当 時 は まだ,社 会 主 義 者 を 弾 圧 す る

ビス マル クの法 律 は公 布 さ れて いな か った。

 1876年,彼 は非 合 法 で 国境 を越 え,キ エ フ経 由 ク レメ ンチ ュグ に着 き,若 者 た ちの

間 で 宣 伝 活 動 を行 な った 。 しか しサ ー ク ル が発 覚 し,77年 再 び 国境 を越 えて ベ ル リ ン

にお もむ い た。 同 じ年 ベ ル リ ンか らモ ス ク ワに至 り,「 土 地 と自 由」 派 の非 合 法 出版

物 の 運 搬 者 の役 割 を果 た した 。1878年 に は 憲兵 長 官 メゼ ンッ ォ フMe3eHllOB暗 殺 の

テ ロ集 団 に加 わ った が,ま もな くテ ロ活 動 に 疑 問 を感 じ,「 人 民 の 中へB HaPOA」

を 実 践 す るた め に キ エ フ付 近 の農 村 に入 った 。

 1879年 夏,彼 は 「人 民 の 意 志HapoAHafl BonH」 派 に 籍 を お き,「 パ ス ポ ー ト係

nacnopTHbrk cTon!を つ と あた 。 この 頃,ズ ンデ レヴ ィ ッチ と親 交 を 結 び,深 い影

響 を うけ た。1879年 末 彼 は ペ テ ル ブル グの ゴ ロホ ヴ ォ イ通 りに あ った 「人 民 の 意志 」

派 の最 強 の ア ジ トの責 任 者 とな った 。 そ して仲 間 た ちを か くま った り,外 国 へ 脱 出 さ

せ た り,執 行 委員 会 との連 絡 を と った り した。 著 名 な 革命 家 ガル トマ ン と も交 友 し,

エ ンゲ ル ス と も ロ ン ドンで 知 り合 った。1879～1880年 の冬 の頃 につ いて,後 年 彼 はつ
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ぎ の よ う に回想 して い る。

 „ß  áûë â áëèçêîì îáùåíèè ñ ëó÷øèìè ëþäüìè áóðíîé ðåâîëþöèîííîé 

ýïîõè ß íàõîäèëñÿ óæå, ìîæíî ñêàçàòü, íà òîé ñòîðîíå òóðãåíåâñêîãî 

 ;,ïîðîãà” çà êîòîðûì ïîãèáëè ïî÷òè âñå, êîãî ÿ òîãäà çíàë. Òîëüêî íåìíîãèå 

èç íèõ ïîñëå äîëãèõ ëåò èñïûòàíèé ñíîâà âåðíóëèñü ê æèçíè. Íî ëåòîì 

1880 ã. ÿ  âûøåë èç ñòàíà îáðå÷åííûõ è óåõàë çà  ãðàíèöó. Ýòîò óõîä ñ ïîëÿ 

áèòâû îñòàâèë ñëåä íà âñþ ìîþ ïîñëåäóþùóþ æèçíü. Â ïÿòèëåòíåé  ýìíã-

ðàöèè, òðåõëåòíåì çàêëþ÷åíèè è äåñÿòèëåòíåé ññûëêå, à çàòåì â âîëüíûõ 

ïóòåøåñòâèÿõ è ñðåäè íàó÷íûõ çàíÿòèé, ÿ íå íàõîäèë íè ïîëíîãî óäîâëåòâ-

îðåíèÿ, íè äîëæíîãî ïîêîÿ. È òåïåðü, íà ñòàðîñòè ëåò, êîãäà ïîä âëèÿíèåì 

æèçíåííîãî îïûòà è êðèòèêè âñå ïðîøëîå óæå ïðåäñòàâëÿåòñÿ â íåñêîëüêî 

èíîì ñâåòå, ÿ âñå åùå â âèäå óêîðà  âèæó ïåðåä ñîáîé âëàñòíóþ ôèãóðó 

 Æåëÿáîâà,  ñëûøó êîìàíäíûå ñëîâà Àëåêñàíäðà Ìèõàéëîâà è ÷óâñòâóþ  ÿñíûé, 

ñâåòëûé âçãëÿä Ïåðîâñêîé."

 「私 は 当時,沸 きた つ よ うな 革 命 時代 のす ぐれ た 人 物 た ち と親 し くつ き合 って いた 。

… … 私 は そ の頃,ッ ルゲ ネ フの 言 う 「閾 」 の 向 こ う側 に立 って い た。 当 時 私 が 知 って

いた ほ とん どす べ て の人 た ち は,こ の 閾 の 向 こ う側 で 死 ん だ 。 ほ んの わ ず か な人 た ち

が 長 年 に わ た る試 練 の後,い の ちの 側 〔閾 の こち ら側 〕 へ も ど った ので あ る。1880年

夏,私 は破滅 の陣 営 か ら抜 け 出て 外 国 べ 去 った。 これ は言 わ ば 戦 線離 脱 で あ った が,

この こ とは そ の後 の 私 の全 人 生 に深 い痕 跡 を残 した。 それ か らの5年 間 の 亡 命 生 活,

3年 間 の 監獄 生 活,10年 間 の流 刑 生 活,そ の後 の 自 由 な旅 行 と研 究生 活 を通 じて,私

は充 分 満 足 した こ と も,し か るべ く落 着 い た こ と もな か った 。 今 や私 は,老 年 にな っ

て,人 生 経 験 と批 判 の 影 響 を うけて,一 切 の 過 去 は い さ さ か ちが うよ うに見 え て きた

が,し か しな お,叱 責 の 形 で 自分 の前 に力 強 い ジ ェ リャボ ブの 姿 を 見,ア レク サ ン ド

ル ・ミハ イ ロフ の命 令 調 の 言葉 を き き,ソ フ ィヤ ・ペ ロ フス カヤ ・C.flePOBCKaflの

澄 ん だ 明 るい 目 な ざ しを 感 じるので あ る」[皿ABPOB 1935:7]。

 ジ ェ リャボ ブ>Kenfi60B(1851-1881)と は言 う まで もな く 「人 民 の 意志 」 派 の最

高 指 導 者(テ ロ リス ト)の ひ と りで あ り,1881年3月1日 の皇 帝 ア レクサ ン ドル2世

暗 殺 の オ ル ガ ナ イザ ー の ひ と りで あ った 。4月3日,仲 間 ととも に死 刑 に処 せ られ た

人 物 で あ る。 ま た ミハ イ ロ フA.MnxaimOBも 「人 民 の 意志 」 の最 高 幹 部・の ひ と りで
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あ り,1882年 ペ トu7xeウ ロス ク の独 房 で 死 ん だ。 ペ ロ フス カ ヤ(1853～1881)は,ナ

ロ ー ドニ キ運 動 の一 線 に 立 ち,後 に さ き にの べた ジ ェ リャボ ブの妻 とな った人 で,皇

帝 暗殺 事 件 で 絞 首刑 に処 せ られ た。 政 治 犯 と して 処 刑 され た ロ シァ最 初 の 女 性 で あ

った。 ヨヘ ル ソ ンは しか し,国 外 に 出て か らも 「人 民 の 意 志 」 派 との 関係 を絶 た ず,

83--85年 は ジ ュ ネー ブ で 「ウ ェス ニ ク ・ナ ロ ー ドノ イ ・ヴ ォ ー リBecTHHK HapoAHoVa

Bonn」 の印 刷 所 を主 宰 した。

 1885年 末,ヨ ヘ ル ソ ンは亡 命 生 活 にあ きて ロシ ァ に帰 る決 心 を した。 彼 は それ まで

多 くの人 々の 脱 出 を手 つ だ った 国境 通 過 の ベ テ ラ ンで あ った が,う かつ に も今 度 は 自

分 が逮 捕 され て しま った。 彼 は ペ テ ルブ ル グ に連 行 され,ペ トロパ ウ ロ フス ク要 塞 に

2年 間 収 監 され た後,10年 間 の シ ベ リア流 刑 に処 せ られ た。 彼 は コ リマ 川の ス レ ドネ

・コ リム ス クCpeAHeKonbMCKの 近 くで く ら した が
,条 件 は他 の 流刑 囚 よ り も きび

しか った 。

.1894年,か つ て革 命 運動 の初 め の頃 知 りあ って いたD・ ク レメ ンツ が当 時,ロ シア

地 理 学 協 会 東 部 シベ リア支 部 の責 任 者 で あ った。 ク レメ ンッは流 刑 囚 を使 って 民 族 調

査 す る こと を計 画 し,ヨ ヘ ル ソ ン,ペ カ ル ス キ ー,マ イ ノ ブ,ボ ゴ ラズ,ヤ ス トレム

ス キー,コ ワ リク らを 招 いて2年 間(1895-1897)調 査 した。 ク レメ ンツの この事 業

は,多 くのす ぐれ た 才 能 を 開 発 した画 期 的 の もの で あ った と言 え る。 ク レメ ンツ とい

う人 物 が い なか った ら多 くの ナ ロー ドニ キ出 身民 族 学 者 は世 に出 られ な か った で あ ろ

う。 ヨヘ ル ソ ンは この と きそ れ まで 死 滅 した と考 え られ て い た ユ カ ギ ル族 の 調 査 を し

た 。 ユ カ ギ ル語 の コ リマ方 言 とツ ン ドラ方 言9000語 を集 め,50編 の 口論 伝 承 を採 集 し

た 。 ユ カ ギ ル族 の 民族 学 的 調 査 の成 果 は 『ヤ サ チ ナヤ 川 と コル コ ドン 川 に 沿 って』

(no peKaM SlcaqHoVa li KopKonoHy, Cn6.,1898年)と して 刊 行 され た。 これ は ヨヘ

ル ソ ンの研 究 者 と して の輝 か しい 出発 を 意 味 した ので あ る。 と き に,ヨ ヘ ル ソ ン43歳

で あ った。

 彼 は学 問研 究 の 魅 力 に と りつ か れ た。1898年 い ったん ペ テル ブル グ に帰 り,ア カ デ

ミー会 員 で著 名 な チ ュル ク学 者 ラ ドル フの推 ば ん に よ って,ボ ゴ ラズ とと も に ジ ェサ

プ調 査 団(The Jesup North Pacific Expedition)の 一 員 に加 え られ,コ リヤ ク族 と

ユ カ ギル族 の調 査 を依 嘱 され た 。 これ は その 後 の ヨヘ ル ソ ンの 運 命 を変 えた の で あ る。

彼 は40歳 を す ぎて 結 婚 した 妻 ヨヘ ル ソ ンニプ ロ ドス カヤ 双.JI.1・loxenbcoH-BpoムcKafl

と と も に調査 をつ づ け た が,こ の と き に も多 くの蝋 管 に よ る録 音 が な された 。 彼 の班

は ベ ル リン,ア ン トワ ー プ,ニ ュ ー ヨー ク,サ ンフ ラ ン シス コ,横 浜,ウ ラジ ボ ス ト
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ク を経 由 して,1900年 夏 カ ム チ ャ ッカ半 島 の ギ ジ ガ に着 い た 。1902年 まで の フ ィー ル

ドで ぽ う大 な資 料 が集 め られ,総 括 され,The Koryak(2巻), The Yukaghir and

the Yukaghirized Tungus(3巻)と して刊 行 され た 。 研 究者 と して の ヨヘ ル ソ ンの

名 声 は これ に よ って 決 定 的 とな った。 彼 は 当時,主 と して ドイ ツ と ス イ ス に住 ん だ。

モ ス ク ワの富 豪 リャブ シ ンス キ ーPfi6yLIIHH CKHvaは カ ム チ ャ ッカ調 査 団 を 計画 し,ヨ

ヘル ソ ンは ア レウ ト族 の 調査 を依 嘱 さ れた 。 彼 は これ に 応 じ,1908年 春 か ら1911年 秋

まで3年 半 にわ た って 調査 し,そ の 間 ア レウ ト語 の 単 語5000語,神 話150編 の テ キス

トを筆 記 し,イ テ リメ ン語 につ い て も多 くの 資 料 を採 集 した 。 まず 言語 か ら入 るとい

う方 法 はボ ゴ ラズ,シ ュ テル ンベ ル グ その 他 み な 同 じで あ った 。1912～22年 間,ヨ ヘ

ル ソ ンは は じめ 外 国,そ の 後 一 時 レニ ング ラー ドの人 類 学 ・民 族 学 博物 館 で研 究 した。

1922年 以 後 は,ソ 連 科学 アカ デ ミーに よ る出 張 を機 会 に ニ ュ ー ヨー ク に永 住,1937年

11月2日 そ こで死 亡 した 。

4. ウ ラ ジ ミ ル ・ゲ ル マ ノ ヴ ィ ッ チ ・ ボ ゴ ラ ズ

   BJIaムHMHp repMaHoBHq Boropa3

 ふ つ う作 家 と して タ ン ・ボ ゴ ラズTaH-Boropa3と もよば れ て い る。 民 族 学 者 と し

て は,チ ュ クチ族 の研 究 者 と して不 朽 の 業 績 を残 した 人 物 で あ る。 ボ ゴ ラズHaTaH

MeHAeneB四 は1865年4月15日,ヴ ォ リンス ク県 オ ヴ ル チOBpyq(今 は ジ ト ミル県)

の ユ ダ ヤ人 の家 庭 に生 ま れ た。1885年 まで の 名前 は ナ タ ン ・メ ンデ レヴ ィ ッチHaTaH

MeHAeneBvaq Boropa3で あ った が,そ の年 彼 はユ ダ ヤ教 徒 か らロ シア 正教 に改 宗 し,

ウ ラ ジ ミル ・ゲ ルマ ノ ヴ ィ ッチ と名 の った。 ペ ンネ ー ムの タ ン は 旧 名 の ナ タ ン か ら

「ナ」 を の ぞ い た もの で あ る。 幼 い と き一 家 はタ ガ ン ログ に移 り,1872年,8歳 の と

きタ ガ ン ログ の ギ ムナ ジ ウム に入 った 。 タ ガ ンロ グは南 ロ シアの ドン河 口に近 い ア ゾ

フ海岸 の町 で あ る。当時 学 校 はた い へん きび しく,彼 自身 の 回 想 に よ れ ば,一 種 の 「矯

正 大 隊1・lcnpaBmenbBbrk 6aTaJiboH」 の よ うで あ った 。 この 頃 ボ ゴ ラズ は5歳 上 の

姉 プ ラス コ ヴ ィエ ・ボ ゴ ラズnpacKoBbe 60ropa3か ら深 い 影 響 を うけ た。 彼 女 は ペ

テ ル ブ ル グの 女 子専 門学 校 在 学 中,革 命 的 ナ ロ ー ドニ キ の組 織 で あ る 「土地 と自 由」

(1876年 結 成)に 参 加 し,こ の組 織 が 活 動 を や めた1879年 秋 に は 「ナ ロー ドナ ヤ ・ヴ

ォー リャHaPOAHafi BOAH」(人 民 の 意 志)の 一 員 と して,ペ テル ブ ル グ の非 合 法 印

刷 所 で 働 いた。1878年 春,彼 女 は春 休 みの と き両親 の もと に帰 り,熱 情 を こめ て ナ ロ

ー ドニ キの思 想 を語 った
。 またAeテ ル ブル グか ら非 合 法 出版 の詩 集(お そ ら くは1877
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年 ジ ュネ ー ブ で 出版 され た 『鉄 格 子 の 中 か ら1・13-3a peUleTKH」)を 持 ち帰 って ナ タ ン

に見 せ た 。 ナ タ ンは これ に よ って深 い感 銘 を うけた 。

 1880年 春,15歳 で タガ ンログ の ギ ム ナ ジ ゥム を卒 業,姉 と と もにペ テル ブ ル グへ 出,

そ の秋 ペ テル ブル グ大 学 の物 理 数 学 科 に入 り,1年 後 法 学 部 経 済 学科 に移 った。

 ボ ゴ ラズ は入 学 直後 か ら学 生 運 動 に加 わ り,マ ル ク スの 「資本 論 」 輪 読 会(1880年

結成)に 加 わ り,学 生 の ナ ロ ー ドニ キ ・サ ー クル(1880年 末 か ら1881年 にか け て形 成)

に参 加 した。 その 中心 的人 物 はA.ジ ェ リャボ ブ とS.ペ ロフス カ ヤ で あ っ た。 この と

きボ ゴ ラズ は ヤ クボ フス キー と レフ ・シ ュテ ル ンベル グ と と もに学 生 グ ル ー プの り一

ダ ー の ひ とり とな った 。

 1881年3月1日,ナ ロー ドニ キの 投 げ た爆 弾 に よ って 皇帝 ア レクサ ン ドル2世 が殺

害 され,き び しい弾 圧 の 時 代 が は じま った 。主 謀 者 た ち は処 刑 され た が,16歳 に な っ

た ば か りの ボ ゴ ラズ,シ ュテ ル ンベル グを 含 む学 生 た ちの意 気 は なお さか ん で あ った。

 1882年11月,ボ ゴ ラズ は当局 に逮 捕 され,直 ち に大 学 か ら追 放 され,警 察 の監 視 の

もと に南 ロ シア の ロス トフ ・ナ ・ ドンに追 放 さ れ た。1カ 月 後 タ ガ ンロ グへ 移 さ れ た

が,83年 初 頭 ナ ロー ドニ キの サ ー クルが つ く られ,ボ ゴ ラズ は こ こで経 済,社 会,歴

史 の講 義 を した 。 しか し83年6月17日 彼 は再逮 捕,翌 年3月 末 ま で タ ガ ンログ の 監獄

に入 り,つ づ いて85年3月 まで 当局 の監 察 下 にお か れ た。

 そ の期 間 が 終 った 後,タ ガ ンロ グ に帰 った ボ ゴ ラズ は さ らに運 動 を は じめ,1885年

5月B.オ ル ジ フ とい う仲 間 と知 りあ い,ノ ボ チ ェル カ ッス ク にあ った ナ ロ ー ドニ キ

の南 ロ シァ ・グ ル ープ に参 加 した 。 シ ュテ ル ンベル グ も同 じで あ った。 しか しナ ロ ー

ドニ キ運 動 はす で に凋 落 期 を迎 えて い た。 ヴ ェ ラ ・フ ィグ ネ ル は1883年2月,ゲ ルマ

ン ・ロパ チ ンは1884年 秋 に逮 捕 され た 。 ボ ゴ ラズ らは この運 動 の復 興 に全 力 をつ く し

た。1885年7月 ウ ラジ ミル ・ゲ ル マノ ヴ ィ ッチ と改 名,そ の秋 か ら完全 な非 合 法 活 動

に入 り,橋 の下 に寝 た り した。

 南 ロ シ ア ・グ ル ー プの 集 会 が 開 かれ,「 人 民 の 意志 」の パ ンフ レ ッ トが 編 集 さ れ た。

ボ ゴ ラズ はそ の11-12号 に論 文 と詩 を発 表 した 。

 1886年1月23日,地 下 出版 所 の 印刷 工 は逮 捕,2月22日 仲 間 の オ ル ジ フ逮 捕 。 ボ ゴ

ラズ はモ ス ク ワ と合 流 して 積 極 的 活動 を は じめ た が,1886年12.月9日 逮 捕 され た 。12

月13日 ペ テル ブル グ の ペ トロパ ウ ロフ ス ク要塞 へ連 行,1年 半 の 間独 房 に入 れ られた。

 1888年11月2日 の勅 令 に よ って東 部 シベ リアへ10年 間 の 流 刑 が 確定 し,1889年5.月,

流刑 囚 の隊 列 に加 え られて 出発,3カ 月 後 コ リマ河岸 の ス レ ドネ ・コ リム ス ク に着 い

た。 と き にボ ゴ ラズ,24歳 で あ った。
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 現 地 に約50人 の政 治 犯 流刑 囚 が いた が,大 半 は若 く,わ りあ い 自 由 に行 動 す る こ と

が で き,調 査 活 動 もす る こ とが で きた 。 彼 は そ の 調査 活 動 を最 後 の ナ ロー ドニ キに あ

た え られ た 「時 代 の 社会 的 任務 」CoUHanbHoe 3aZLaHvae gnoxHと して 自覚 す るよ う

にな った。 現 地 に は16～17世 紀 以来 の ロ シア 人 や ウ ク ライ ナ人 も いた。 ボ ゴ ラズ は彼

らの 生活 の 調査 を は じめ た。1894年6.月 に は地 理 学 協 会 東部 シベ リア支 部 の 学 術 調 査

団 へ の参 加 を許 され,1897年 まで3年 間 チ ュ クチ 族 や ラ ムー ト(エ ヴ ェ ン)族 の 生 活

を調 査 した。

 彼 は まず チ ュ クチ,ラ ムー ト,エ ス キ モ ー の言 葉 を おぼ え,そ の言 語 で民 話 や 伝 承

の記 録 を は じめ た。 筆 記 に はす ぐに氷 結 す るイ ンキ の代 りに トナ カ イ の血 を利 用 した。

調査 結 果 は東 部 シベ リア支 部 へ提 出 され た が,特 別 の委 員 会 によ って そ のす ぐれ た価

値 が み と め られ,残 った 刑 期 を イ ル ク ー ツ クで す ごせ るよ うに配 慮 さ れ た(1898年9

月25日)。 こ こで チ ュ クチ族 の 調 査資 料 が整 理 され,そ の成 果 が くKpaTKzfi oqepK 06

HccJleJloBaHHu qyKoq Ko,πbMcKoro Kpafi>(レ13BecTHH BocToqHo-CH6HpcKoro oT双e一

凋eH朋PyccKoro reorpaΦ.06皿ecTBa, T.30, HpKyTcK,1899)と して刊 行 され た 。

これ が研 究 者 ボ ゴ ラズ の 出発 で あ った 。

 1898年11月2日 を も って ボ ゴ ラズ の流 刑 期 限 が切 れ,あ る程 度 の 自 由を得 た 。 地 理

学 協 会 副総 裁 の熱 心 な努 力 に よ って,1899年1月,ボ ゴ ラズ は収 集 した 資 料 を科 学 ア

カデ ミー に提 出す る とい う名 目を も って ペ テ ル ブ ル グ入 り を認 め られ,5月7日 地 理

学 協 会 の 集 会 で 「コ リマ 川 の ロ シァ人 」 とい う題 で報 告 した 。 この と きボ ゴ ラズ34歳

で あ った 。 これ も1899年,雑 誌 「ジズ ニ」(6巻)に 発 表 さ れ た。

 一 方,ボ ゴ ラズ は革 命 的 ナ ロー ドニ キの 詩 人 と して 出発 し,シ ベ リア流 刑 中 はチ ュ

ク チ族 の 生 活 を 取材 した 小 説 を書 いた 。 ま た ペ テ ル ブ ル グ移 住 後 もい くつか の 作 品 を

発 表 した 。1899年5月27日,マ ル クス主 義 者 と ナ ロ ー ドニ キ によ るプ ー シ キ ン100年

祭 りで は,ボ ゴ ラズ は,「 ノ ーボ エ ・ヴ レ ミャ」 の グ ル ー プ に反 対 して 「ペ ンの 強 盗

た ちへ」Pa360伽HKaM nepaと 題 す る自詩 を朗 読 した 。 ボ ゴ ラズ の 首 都追 放 が 日程

にの ぼ って いた 。

 1899年 夏,ロ シア科 学 ア カ デ ミー とア メ リカ の 自然 科 学 博物 館 の協 力 に よ る ジ ェサ

ップ 記念 北 太 平 洋 調 査 団 が結 成 され,ボ ゴ ラズ は ラ ドロ フ らの推 ばん に よ って,こ れ

に招 か れ た。 そ の年 の11月,ボ ゴ ラズ はベ ル リン,パ リ,ロ ン ドンを経 由 して ア メ リ

カ に向 い,1900年 の は じめ ニ ュー ヨー ク につ い た。 そ こか ら,ヤ クー ッ ク流 刑 の と き

の仲 間 ヨヘ ル ソ ン と と もにサ ンフ ラ ンシ ス コ に向 い,さ らに ウ ラ ジボ ス トク,ペ トロ

パ ウ ロ フ ス ク を経 由 して,1900年7月4日 ア ナデ ィル に着 い た。 それ か ら1901年 秋 ま
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で カ ムチ ャ ッカ,チ ュ コー ト半 島 の チ ュ クチ,エ ス キモ ー,コ リヤ ク,カ ム チ ャダ ル

な どの民 族 の 集 落 を訪 れ,ロ ー レ ンス島 へ も旅 行 した 。蝋 管 に よ る フ ォー ク ロ ア資 料

の収 集 もな され,後 年 これ に基 づ いて 比 較文 法 や辞 典 が 刊行 され た 。1901年 末 ペ テル

ブ ル グ に立 寄 り,1902年2 .月再 び ア メ リカ に向 か った。

 ニ ュ・一一ヨー クで,1902年 秋 まで 収 集 資 料 を整 理 し,英 語 で4巻 で 刊行 さ れた 。 う ち

1巻 は著 者 自身 の訳 に よ って,革 命 後 ロ シア語 で 刊行 され た 。 これ に よ って,ボ ゴ ラ

ズ は世 界 の第1級 の 民 族 学 者 と して の評 価 を 得 た。

 1903年 秋 か ら,ち ょう ど1年 間 ボ ゴ ラズ はカ ナ ダ,パ リ,イ タ リア な ど を旅 行 した。

多 くの 旅行 記 を書 いた が,中 に は 「日本 にて 」, 「満 州 路 を ゆ く」 もあ る。 これ は著

者 が1901年 ア ナデ ィル か らカ ム チ ャ ッカ,日 本 を経 由 して ペ テ ル ブ ル グ にお もむ いた

と きの 紀行 で あ る。 また アメ リカ在 住 の ロ シア人 を題 材 に した作 品 も多 数 発 表 した。

ア メ リカ式 の生 活 様式 に は,ど ち らか と言 え ば,批 判 的 で あ った。

 1904年10月,ボ ゴ ラズ は ロ シア に帰 り,ペ テ ル ブ ル グ に住 ん だ。39歳 で あ った 。 当

時 日本 との戦 争 の 最 中 で あ り,国 内 は騒 然 と して い た。1905年3月4日,彼 はヤ ス ナ

ヤ ・ポ リャナを訪 れ,レ フ ・ トル ス トイ に面 会 した。 彼 は作 家 活 動 はつ づ けた が,ボ

リシ ェビ キ はむ ろん の こ と一 切 の政 党 に属 さ な か った 。1908年 夏 以 後,彼 は ロ シ アの

国 内旅 行 に 出か け,旅 行 記 を発 表 した。1914年,第1次 大 戦 が は じま る と,衛 生 部

隊 の1員 と して前 線 に お もむ き,新 聞 の た め に,戦 争 肯 定 の立 場 で通 信 を 書 い た。 こ

れ に つ いて は,晩 年 後 悔 して い る よ うで あ る。 彼 は 自伝 の 中で,自 分 自身 につ い て,

い く らか 自嘲 的 につ ぎの よ うに言 って い る。 「革 命 家 だ った。 それ か ら小 説 家,あ く

こと を知 らぬ芸 術 家,世 界市 民,愛 国 者,つ い に は,小 心 な 俗 物 とな った 」Bbπ

peBonH)UHoHep, noToM 6e・πノ疋eTpHcT, HeHacblTHblA xyno>KHI!K, BceMHpHblti rpa》KAa-

HHH H cTaハnaTpHoT, MaπoAylllHblti 06blBaTenb[K瑚EmoBA 1975:108]。 しか し研

究 に よれ ば,彼 の レポ ー トに は反 戦 的 な部 分 もあ った が,そ れ は検 閲 で 「没 」 に され

た とい わ れ る。

 革 命後 は シュ テル ンベ ル グ と と もに レニ ング ラ ー ドの人 類 学 ・民族 学 博 物 館,レ ニ

ング ラー ド大 学,科 学 ア カ デ ミー 付属 宗 教 史 博 物 館 な どで 後 進 の 指導 に あ た る一 方 ,

作 家 活 動 を つづ けた。 ま た チ ュ クチ語 のた め の ア ル フ ァベ ッ ト,教 科書 な ど を つ くっ

た 。

 ボ ゴ ラズ は1936年5月10日,レ ニ ング ラー ドか ら ロス トフ ・ナ ・ ドンへ 向 か う車 中

で死 ん だ。71歳 で あ った。
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5. レ フ ・ヤ コ ヴ レ ヴ ィ ッチ ・シ ュ テル ン ベル グ

  neB fiKoBneBu9田TepH6epr

 ソ連 民 族 学 の 「ク ラ シ ック」 の ひ と りシ ュテ ル ンベ ル グ は,1861年4月21日(新 暦

5月4日 。3日 とす る文 献 もあ る),今 の ウク ライ ナ共 和 国 西北 部 に あ るジ トミルの

ユダ ヤ 人 の家 庭 に生 まれ た。 この年 は,ロ シア に お いて い わ ゆ るナ ロ ー ドニ キ組 織 が

誕 生 した 記 念 すべ き年 で あ る。 す なわ ち 「民 衆 の 中へ 」 を ス ロー ガ ンに したザ イ チ ネ

フ ス キ ーn.r.3avaqHeBcKHtiと ア グ リロプ ロH.∂. ArpHpony」loの グル ー プ が モ ス

ク ワで 結 成 さ れ,ナ ロ ー ドニ キ思 想 の 基 本 命題(ロ シ ア は西 欧 とは異 な る発 展 をす る,

農 村 共 同 体 は ロ シ アが 社会 主 義 に いた る うえ で経 済 的,政 治 的基 盤 とな り得 る)を も

り こん だ 「若 き世 代 へ」 と題 す る宣 言 が発 表 され た の で あ る。

 シュ テル ンベ ル グ は1881年 ジ トミル>KMTOMHPの ギム ナ ジ ウ ム を卒業 した が,こ

の年 の3月1日,ナ ロ ー ドニ キの 「人 民 の 意 志 」派 の ひ と りグ リネ ヴ ェ ツ キー の投 げ

た 爆弾 に よ って,皇 帝 ア レクサ ン ドル2世 が ペ テ ル ブ ル グで 暗殺 さ れた 。 ナ ロ ー ドニ

キの テ ロ集 団 は これ を き っか け に して 民 衆 が 蜂起 す る もの と期待 した が,な ん の大 衆

蜂 起 も起 こ らず,逆 に多 くの 中 心人 物 が 逮 捕 さ れ,組 織 は崩 壊 に頻 した 。 殺 さ れ た皇

帝 の後 に はア レクサ ン ドル3世 が即 位 した。

 シュ テル ンベ ル グ は1881年 秋,ペ テル ブル グ大 学 の物 理 数学 科 に入 学 した が,学 生

の騒 動 に加 わ って逮 捕 され,退 学処 分 を 受 け,首 都 へ の立 ち入 りを禁 止 され た。 彼 は

い った ん 郷 里 の ジ トミル へ帰 り,1883年 オ デ ッサ の ノ ボ ロ シ ース ク大 学 の 法学 部 に専

入 学 した 。 こ こで彼 は,当 局 の 弾 圧 に よ って 壊 滅 した ナ ロ ー ドニ キの 「人 民 の 意志 」『

派 の再 建 にの り出 し,1883年 じ ゅ うに,オ デ ッサ に非 合 法 の地 下 組 織 をつ く った。 こ

れ にH・ フ メ レフッ ェ フ,H・ ス ヴ ォ ロ フ, B・ ボ ゴ ラズ ら多 くの青 年 た ちが参 加 し

た。 ま た この 組織 はJI・ コガ ンー ベ ル ンシ ュ テイ ン, B・ オ ル ジフ, B・ ブ ラジ ニ コ

フ,A・ シ ェフ テル, A・ マ カ レフ ス キ ー, A・ ガ ウスマ ン, M・ ク ロ リ らの 有 力 な

革 命 家 た ち,お よ び他 の諸 都 市 の ナ ロー ドニ キ組 織 と連 絡 を と った。

 1884年10月,『 資 本 論 』 の 最 初 の ロシ ア 語 訳 で 知 られ る 革 命 家 ロパ テ ィ ンr.A.

JlonaTHH(1845-1918)(彼 も 当時 「人民 の意 志 」 派 の再 建 に努 力 して いた)が 逮 捕 さ

れ て後,ツ ァー リ政府 の弾 圧 は い っそ う きび しさを 増 した。 「しか しレフ 〔シ ュテ ル

ンベ ル グの こ と〕 は く じけな か った。 彼 は崩 壊 した組 織 を建 て な お そ うと全 力 を つ く

した」 と友 人 のM・ ク ロ リは書 いて い る[CEHqEHKO 1963:59]。 彼 は こあ 目 的 を

も って,ナ ロー ドニ キの 地 下 組 織 の 残 って い る い くつ か の都 市 を旅行 した 。 そ の 結
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果,1885年9月,シ ュテ ル ンベル グ とブ ラジ ニ コ フ の 主導 下 に エカ チ ェ リノス ラ ワ

で地 下 の大 会 が 開 か れ,「 人 民 の 意志 」派 の南 部 グル ープ の執 行 委員 会 が結 成 された 。

これ に は シ ュテ ル ンベ ル グ,オ ル ジ フ,ボ ゴ ラズ(後 の 民族 学 者)ら が 名 をつ らね た。

しか し 「人 民 の 意志 」 の組 織 は長 くっ つ か な か った 。 ロパ ー テ ィ ンの仲 間 のひ と り セ

ルゲ イ ・イ ワノ ブが逮 捕 され,暗 号 で書 かれ た 革 命 運 動 家 た ち の名 簿 が 当局 の 手 中 に

入 り,そ の 追 求 が は じま っ た。 シ ュテ ル ベ ル グ も指 名 手 配 の ひ と りで あ った。1886年

4月27日 彼 は逮 捕 さ れ,約3年 間 オ デ ッサ の 中央 監 獄 に監 禁 さ れ た イ ワノ ブの メ モ に

関連 して 取 調 べ を うけた 。

 彼 が 監 獄 に入 って い る間 に,ペ テル ブ ル グで は別 の 大 事件 が起 こ った。 す な わ ち,

1887年3月1日,「 人 民 の意 志 」グ ル ー プ に よ る ア レクサ ン ドル2世 暗殺 の6周 年 目の

記 念 日,ネ フス キ ー大 通 りで 皇 帝 ア レ クサ ン ドル3世 暗 殺 未遂 事 件 が 勃発 した の で あ

る。 これ もま た 「人 民 の意 志 」 グ ル ー プ の テ ロ集 団 で あ った が,首 謀 者 のひ と り は レ

ー ニ ンの 長 兄 ウ リヤ ノ ブA ,M. Ynb朋OBで あ った 。 この 事件 に関 連 して74人 が逮 捕

さ れた が,中 に は レー ニ ンの 姉 ア ンナ ・ウ リヤ ノ ワ も含 まれ て いた 。15人 の 革 命 家

(う ち女 性3人)が 死 刑 を 宣 告 され た が,執 行 さ れ た の は ウ リヤ ノ ブ以 下5人 で,1887

年5月8日,シ ュ レ ッセ リブル グ 要塞 の庭 で絞 首 刑 に処 せ られ た。 ピウス ツキ(後 の

ギ リヤ クお よび サハ リ ン ・ア イ ヌ研 究 家)も この 事 件 に関係 して,は じめ死 刑,そ の

後 特 赦 に よ って15年 の サハ リ ン流刑 に処 せ られ た 。

 シ ュテ ル ンベ ル グ は1888年11月 オ デ ッサで 裁 判 にか か り,10年 間 サハ リンへ 行 政 追

放 の 処 分 を うけ,1889年3月30日,義 勇 船 隊 の 「ペ テル ブル グ」 号 で オ デ ッサ港 を 出

航,約2カ 月 半 後 の5月19日,サ ハ リンの ア レクサ ン ドロ フス ク港 に着 い た。

 シ ュテ ル ンベ ル グの よ うな行 政 的追 放 処 分 の 政 治 犯 は苦 役 を課 せ られ る徒 刑 囚 と は

ちが って,強 制 労 働 を まぬ が れ た。 行 政 的 に追 放 され た 人 た ち も,囚 人 で は あ った が,

当局 の 許 可 を 得 て 自分 の た め に働 い た り,サ ハ リ ン島 の なん らか の企 業 に 自由 に や と

わ れ る こ とが で きた。 彼 らは行 政 当局 の きび しい監 視 の もとで,住 居 も民 間 か ら間 借

りす る こ とを 許 さ れた 。

 シュ テル ンベ ル グ は1889年5.月 ア レ クサ ン ドロフ ス クの 農 民 の フ ァイ ンベル グ,つ

いで 刑 期 明 け の移 住 者 シュ ヴ ェ ッ ォ フの家 に住 み,そ の都 市 の 同 じ く 「人 民 の意 志 」

出身 の ブ ラジ ニ コフ と と も に,12月 か らヴ ォ リノ フ家 に下 宿 した。 ヴ ォ リノブ もまた

ロパ ー テ ィ ン事 件 で15年 の刑 を うけ た 政 治犯 で あ った が,彼 の 妻 ア ンナ は 自由 意志 で

サハ リ ンに移 住 して きた の で あ った 。

 シ ュテ ル ンベ ル グ は こ こで仲 間 た ちを助 けた り,講 義 を した り,子 ど もた ちの面 倒
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をみたりした。また持参 した書物を利用して語学などを熱心に勉強した。

 ギ リヤ ク 研 究 への 出発

 1884年 か ら1905年 まで サハ リ ンへ追 放 ・流刑 処 分 に処 せ られ た 政 治犯 は54人 を数 え

た[CEHqEHKo 1963:89]。 その 中 に は1882～86年 間 帝 政 ロ シア 治下 の ポ ー ラ ン ドで 活

動 した 革 命組 織 「プ ロ レタ リア ー ト」 の メ ンバ ー も含 まれ て い た。 この 団 体 は労 働 者

を 中 心 と して い た が,1884年 ロ シア の 「人 民 の意 志 」 との 間 で協 定 を結 び,・一・・一・致 協 力

して 専 制 ロ シ ア にた いす るた た か い を す す め る こと を約 した。 しか し1885年 秋,帝 政

ロ シァ の ワル シ ャワ総 督 に よ って主 力 メ ンバ ー29人 が逮 捕 され,軍 事 裁 判 にか け られ,

う ち17人 が サハ リ ン流 刑 に処せ られた 。 彼 らは ほ とん ど はサハ リ ンで 徒 刑 囚 と して苦

役 に従 事 した。

 シ ュテ ル ンベ ル グ はア レク サ ン ドロ フス ク滞 在 中 に彼 ら との 接 触 を 保 った 。 これ は

当然 の こ となが ら当 局 の 喜 ば な い と こ ろで あ った。 しか し これ に関 連 して シ ュテ ル ン

ベ ル グの その 後 の 運 命 に大 きな影 響 を 及 ぼ した 出来 事 が もちあ が った 。 「プ ロ レタ リ

ア ー ト」 党 出身 の 政 治犯 ドム ブ ロ フス キーn.K.双OM6POBCKmbの 拘 束 事 件 で あ る。

 ドム ブ ロフ ス キ ー は1860年 ワ ル シ ャ ワ県 ム シチ ェ ンカ村 の 馬 丁 の子 と して生 ま れ,

1879年 以 後 製 靴 工 と して 各 地 で 働 い た。1883年 「プ ロ レタ リア ー ト」党 に参 加 し,ア

ジ テ ー タ ー と して 頭角 を表 わ した。 翌 年,ッ ァー リー政 府 の手 先 ス ク ル ジ プ チ ンス キ

ーの 暗 殺 を 企 図 した グ ル ー プ に加 わ り
,国 外 脱 出 の車 中 で逮 捕 され て16年 の刑 を うけ,

1887年5月20日 サハ リンに送 り こまれ た 。 彼 は終 始 重 労 働 を強 い られ,88年7月 には

サ ハ リンの 政 治犯 騒 乱 事 件 に も参 加 した 。

 1890年1月 の あ る 日の 夕 方,厳 寒 の 中で ドム ブ ロ フス キ ー の身 が らが拘 束 され た。

彼 は 高 熱 で 寝 て い た と こ ろを縛 りあ げ られ て 病 院 に強制 収 容 され た。 この 事 件 を 知 っ

た シ ュテ ル ンベ ル グ らは 「この寒 さの 中で 病 人 を 強 制収 容 す る と は,な ん とい う非 人

道 的 な こ とで あ ろ うか」 と,仲 間 た ち とと もに管 区 長 官 タ ス キ ンの と こ ろ に抗 議 に出

か け た。 結果 は物 別 れ に終 り,し か もシ ュ テル ンベ ル グ は 当局 に に らまれ る こ とに な

った。 ア レク サ ン ドロ フス クの政 治 囚 を 監 視 して い た セ ンチ ェ ンコ と い う役人 が管 区

長 タ ス キ ン に あ て た報 告 書 の 中 に つ ぎ の よ うな文 面 が み え る(1890年3.月8日 付)。

「… …行 政 的 追 放 人 た ちの生 活 を監 視 した 結 果,彼 らが他 の徒 刑 囚 た ち と密 接 な 関係

を持 って い る こと を知 りま した。 ブ ラジニ コ フ と シ ュテ ル ンベル グ は ブル ガ レヴ ィ ッ

チ氏 を しば しば訪 問 し,と きに は ヴ ォ ログ デ ィ ン氏 の と ころ に も訪 ね て い ま す。

 行 政 的 追 放 人 が徒 刑 囚 に あた え る有 害 な 影 響 を考 え,貴 官 の 処 置 に した が い,中 で

も気 性 の は げ しい ス ヴ ォ ロフ と シュ テル ンベ ル グ の2名 を徒 刑 囚 か ら隔離 す るた め に,
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数 日中 に海岸 の一 哨 所 に送 る こ と にい た します 。 これ が最 も適 当 な 処 置 と考 え ます。

実行 が 終 り しだ い,た だ ち に貴 官 に報 告 いた します 」[CEHqEHKo 1963:180]。

 こ う して シ ュテ ル ンベル グ は 北 サハ リ ンの 西 海 岸 に あ る ヴ ィア フ トゥBHaXTyと

い う コル ドン(哨 所)に 送 られ た 。 コル ドンKOPAOHと い うの は,刑 期 満 了後 住 み

つ い た 人 た ちを監 視 し,逃 亡 囚人,浮 浪 者 な どを つ か まえ るた め にサ ハ リン の 各 地

に設 置 され た 哨所 で あ った。 こ こ には 監視 人 と数 人 の歩 哨 が 住 ん で いた が,シ ュテル

ンベ ル グ は,歩 哨 た ち の部 屋 と薄 い板 の壁 で仕 切 られ た小 部 屋 で 寝 起 きす る こ とにな

った 。

 絶 望 的 な さ び しさで あ った。 「夜 は 白 い月 が 中天 にの ぼ った。 に ご った虹 色 の 円が

そ れ を と りま き,星 をか く した。 雪 は うす 紫 色 にな った。 木 々 は寒 さで き しん だ。兵

隊 た ち は夕 食 を終 り,昼 の疲 れ で眠 り こん だ。 小 屋 の 中 は羊 皮 と汗 の に お い が た ち こ

め て い た 」[rArEH-TOPH 1975:43]。 シ ュテ ル ン ベル グは,石 油 ラ ンプ を 引 きよせ,

静 寂 と孤 独 の 中 で書 物 を読 み ふ け った。 多 くの 書 き抜 き を した 。

 と き には 通 りが か りの ロ シア人 移 住 者 が訪 れ た。 ま れ に は狩猟 の獲 物 を持 った ギ リ

ヤ ク が や って きて,ペ ーチ カ の前 に腰 を かが め て 火 に あた る こ と もあ った。 ギ リヤ ク

が タバ コを 吸 い は じめ る と,シ ュテ ル ンベ ル グ はゆ っ く りと した ロ シア 語 で語 りかけ

た。

 春 が近 づ いた 。 生 き と し生 け る もの が動 き は じめ る春 は,孤 独 感 が い っそ う強 ま っ

た。 空 を飛 ぶ渡 り鳥 を見 るに つ け,自 分 の 不 自由 の 身 を なげ いた。1890年 春 の 日記 に

は つ ぎ の よ うに書 か れ て い る。「5月15日 。私 た ちの重 苦 しい孤 独 の 中 で,強 さ と一片

の生 き る喜 び を天 に願 わ ず に は い られ な い。1日 千 秋 の 思 い で郵 便 を待 って い る… … 。

 い つ もの よ うに気 が 滅入 って い る… …。 今 日は わ り あ い暖 か い。 昼 前,タ イ ガ と海

岸 を散 歩 した。 雪 解 け水 で な に もか も埋 ま って い た。 トドマ ッ とカ ラマ ッ の幹 につ い

た苔 は,今 変 りは じめて い た … …。 しか しな に よ りも私 が好 きな もの は,や わ らか い

針 葉 を つ け,す ば ら しい香 りのす る緑 色 の シ ベ リア マ ツで あ る。 そ れ は丈 が低 く,何

本 か ま とま って 生 えて い るが,そ の そ ば を通 る と,胸 ほ どの 高 さで あ る。 と きに は こ

の木 を抱 き しめた くな って く る。 今 日は,な ん とま あ,そ れ を手 で つ か ま え て唇 に持

って い った。 新 鮮 な草 が 姿 を現 し は じめ た。 白 い花 も見 え る。 昼 まで 雑 誌Revue de

Deux Mondesを 読 ん だ 。 そ れ か ら ツ ング ー ス と 狩猟 につ いて お しゃべ りを した」

[rArEH-ToPH 1975:44]。

 寂 蓼 と無 為 は人 に 自然 にた いす る愛 情 を 教 え,美 しい もの を見 る 目を 育 て る。 シ ュ

テ ル ンベ ル グ は孤 独 に負 け な か った 。 彼 の 心 に は しだ い に島 の原 住 民 に た いす る同情
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と共 感 が芽 ば え は じめた 。 彼 はギ リヤ ク に強 い 関 心 を抱 きは じめた 。 ア レ クサ ン ドロ

フ ス クで は,偶 然 に,ひ と りふ た りの ギ リヤ クに 出会 うだ けで あ った が,こ こ ヴ ィァ

フ トゥの 場合 は,わ ず か1.5キ ロの 地 点 にギ リヤ クの集 落 が あ り,そ の 先 に は トナ カ

イ を飼 う ッ ング ー ス が越 冬 して いた 。 彼 らは よ く コル ドンを訪 ね て きた。 シュ テル ン

ベ ル グ 自身 も,ほ とん ど毎 日の よ うに彼 らを訪 れ た 。 ま た ビ ィア フ トゥか ら10キ ロ ほ

どの と ころ に テ ィ コ とい うギ リヤ クの 集 落 が あ り,そ この オ ル ク ンとい うギ リヤ ク と

と りわ け親 し くな った 。 オ ル ク ンは狩 猟 の獲 物 や 魚 を持 って犬 櫨 で や って くる と,シ

ュテ ル ンベル グ は代 わ りにパ ン,砂 糖,タ バ コを あ た え た。 彼 らは ギ リヤ クの 信 仰 や

考 え方 につ いて話 し合 い,シ ュテ ル ンベル グ はそ れ を ノ ー トに書 き とめ た。 ま もな く

彼 は,ギ リヤ クの生 活 を知 る には そ の言 葉 を 知 る必 要 の あ る ことを さ と った。 彼 は ギ

リヤ クの 人 た ちを先 生 に して,ギ リヤ ク語 の勉 強 を は じめ た。

 ヴ ィア フ トゥ哨所 の監 視 人 は,シ ュ テル ン ベル グ が ギ リヤ ク と接 近 して い る こ とを

報 告 書 に書 い た。

 ピウ スツ キ との 出会 い

 1890年 夏,若 きチ ェ ホ フ はサ ハ リン島 の 徒 刑 囚 と流刑 囚 の生 活 を調 査 す る目的 で サ

ハ リン島 を訪 れ た。 彼 は長 官 以 下行 政 当 局 との衝 突 を上 手 に避 けた だ け で な く,と き

に は お だて た り して情 報 を収 集 し,1893～94年 雑誌 『ロ シァ の思 想 』 に名著 『サハ リ

ン島』 を発 表 した。 しか し雑 誌 に発 表 され る前 か ら,チ ェホ フ と い う新 進作 家 が サハ

リンを訪 れ た こ とは大 きな ニ ュー ス と な り,世 間 にサ ハ リン とい う流 刑 囚 の 島 の あ る

こと を知 らせ,世 論 を あ る程 度喚 起 した 。 そ の結 果,1891年,サ ハ リン島 長官 コ ノ ノ

ヴ ッ ィチ将 軍 は囚人 対 策 を い く らか緩 和 し,監 獄 や 労 働条 件 につ いて 監 察 を行 な った 。

シュ テ ル ンベ ル グ の行 動 もい くらか 自 由 にな った。

 1890年12月 末,シ ュテ ル ンベ ル グ は管 理 当 局 の 許 可 を 得 て ヴ ィア フ トゥか らア レク

サ ン ドロ フス クま で約100キ ロを徒 歩 で歩 き,そ こで1891年 の 新 年 を 迎 え た。 そ こ か

ら囚人 た ちの つ く った植 民 の 村 ル ィコ フ ス コ エPblKOBCKoeを 訪 れ,10日 間 滞 在 して,

古 くか らの 友人 た ち に面 会 した。

 ここで ル ィ コ フス コ エ につ い て一 言 のべ る必 要 が あ る。 は じめ テ ィ ミ川 の流 域 の,

ア レク サ ン ドロフ ス ク か ら約70キ ロの地 点 に徒 刑 囚 が 送 り こまれ,歩 哨 と囚人 のた め

の宿 舎,収 容所 長 の官 舎 と事 務 所 が丸 太 で建 て られ た 。 や が て刑 期 満 了 の 囚人 た ちの

住 居 がで き,1つ の農 耕 集 落 が で きあ が った 。

 1887年,刑 事 犯 の徒 刑 囚 に混 じって,ア レ クサ ン ドル2世 暗 殺 未 遂事 件 の政 治 犯 が

この地 に送 り こま れた 。 プ ロニ ス ラフ ・ピウ ス ツ キ,ス テパ ン ・ヴ ォ ロホ フ,ピ ョー
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トル ・ゴ ル ク ン,カ ンチ ェ ル,イ ワ ン・ユ ワチ ェフ らで あ る。ユ ワ チ ェ フは流 刑 地 で無

抵 抗 主 義 に転 じ,教 会 コ ー ラス に夢 中 に な った。 流 刑 囚 の 生 き方 は さ ま ざ まで あ った。

 シュ テル ンベ ル グ はル ィ コ フス コエ で は じめて プ ロニ ス ラフ ・ピウ ス ツ キ に出 会 っ

た。 ガゲ ンー トル ンは その と きの 状 況 を,つ ぎの よ うに描 写 して い る。

 …… 背 の高 い,端 正 な ピウス ッ キが両 手 を さ しの ば しなが ら近 づ い た。

一 あ なた にお会 い で きて ほん と うに うれ しいで す
,レ フ ・ヤ コ ヴ レヴ ィ ッチ,い ろい

ろ お話 を した いで す 。

 赤 味 が か った ひ げが 若 者 の 顔 を 年 よ り もふ けた よ うに見 せ て い た が,し か しそ の 笑

顔 は少 年 の よ うに素 直 で 善 良 で あ った 。

一 わた しはあ なた の 原 住 民 研 究 の 仕 事 を た いへ ん興 味深 く思 って い ます 。 そ の 仕 事 は

別 の世 界,つ ま り囚 人 以 外 の サ ハ リ ンへ の 出 口で す ね

一 そ の通 りで す ,'な くて は な らな い はけ 口 です 。原 住 民 の生 活 の 観察 は人 類 発 展 の 理

解 を助 け ます。 わ た しはつ ぎの こ とを確 信 す る にい た りま した 。 つ ま り,な に よ り も

ま ず,調 査 しよ う とす る民 族 の 言 葉 を研 究 す る必 要 が あ ると い う こ とです 。 ヨ ー ロ ッ

パ 諸 語 と は全 く構 造 の ち が う彼 らの 言 語体 系 を 身 につ けて は じめ て,自 然 児 と も言 う

べ き彼 らの 思 考 と生 活 を理 解 す る こ とが で きます 。原 住 民 は,動 物 だ けで な く,山 の

斜面,樹 木,大 地,海 な ど に も意 識 が あ る と考 えて い ます。 それ ぞ れ の物 象 の カ テ ゴ

リー に は主霊 が あ ります 。 私 は かな り以 前 に タ イ ラ ーの書 物 を入 手 して読 み ま した 。

さ っ きのべ た よ うな現 象 を ア ニ ミズ ム とい うん で す ね。 私 は ア メ リカ で発 見 され た こ

とを,こ こで も見 つ け た わ けで す 。

 私 に も その タ イ ラー を貸 して 下 さ いませ ん か 。 私 は全 くの門 外 漢 で す。 私 は大 学 の

1年 生 の と き逮 捕 さ れ,あ と は独 学 だ けで した 。 監獄 で無 為 のた め に手 あ た り しだ い

に濫 読 しま した。

 私 た ち は こ こで民 族 学 を研 究 す る こ とに よ って 重 要 な仕 事 を して い ます,そ うで し

ょ っ,フ ロニ ス ラフ … …

 シ ュ テル ンベ ル グの 誠 実 な 目 ざ しに見 つ め ら れ て,ピ ウス ツ キは生 き生 き と した

[rArEH-ToPH 1975:50-51]。

 シ ュ テル ンベ ル グ はそ の 後,1891年 夏 に もル ィ コ フス コ エ に立 寄 って 調 査 を 公 式 に

ピウ ス ツ キ に出会 って 話 を した 。 この と きは も はや,ギ リヤ クそ の他 原 住 民 の 統 計 的

認 め られ て の旅 行 で あ った 。 す な わ ち,サ ハ リン島 長 官 コノ ノ ヴ ィ ッチ将 軍 は,ヴ ィ

ァ フ トゥ哨 所監 視 人 の 報 告 に よ って シ ュテ ル ンベル グ が ギ リヤ ク に興 味 を持 って い る

こと を知 り,チ ェ ホ フ に よ って 開 始 された サハ リ ンの人 口 調査 を つ づ け よ うと考 えた
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の で あ る。 チ ェホ フ の調 査 は ロ シァ人 が対 象 で あ った が,シ ュテ ル ンベ ル グ の対 象 は

ギ リヤ ク その他 原 住 民 で あ った 。 これ は世 界 的 ギ リヤ ク研 究 者 と して の シ ュテ ル ンベ

ル グ の新 しい出発 で あ った 。 実 際,人 間 に と って な にが幸 いす るか わ か らな い もの で

あ る。

 ギ リヤク研 究者 と して 認 め ら れ る

 シュ テル ンベ ル グ は犬ee 1台 と通 訳,生 活必 需 品 を あ た え られ て,1891年2月7日

ヴ ィア フ トゥを 出発,最 北 端 の マ リヤ 岬へ 向 か った。 通 訳 は た いへ ん 利 こ うな ギ リヤ

ク,ギ ベ リカ で あ った 。 彼 は 日記 に書 い た。 「調 査 す る人 々 を愛 して こそ,人 々 と そ

の文 化 を研究 す る ことが で き る」,「人 々 の た め に面 白 い話 をた くさん で きる人 は,そ

の お返 しと して多 くの こ とを 知 る こ とが で き る」[rArEH-ToPH 1975:54]。 シュ テ

ル ンベ ル グ は この調 査 旅 行 の 中 で,ギ リヤ クの 親 族 呼称 に興 味 深 い 事 実 の あ る こと を

発 見 した 。子 ど もた ちが 数 人 の女 性 を ウ ィ ム ク(母)と 呼 び,何 人 か の 男性 を 「ウ ィ

トク」(父)と 呼 ん で いた 。 また7歳 ほ どの男 の子 が,赤 ん ぼ う に乳 を含 ませ て いた

女 性 に 「ア ンゲ 」(妻)と 呼 びか け る と,そ の女 性 が 男 の子 に 「プ ー」(夫)と い う呼

称 で 応 え た。 通 訳 の ギベ リカ は言 った。

一 女 性 は 自分 の夫 の 弟 を み な 「夫 」 と呼 ん で いま す。

 こ の事 実 は一 体 ど の よ う に理解 さ れ るべ きで あ ろ うか。 彼 はギ リヤ クの 中 で グ ル ー

プ婚 の 名残 りの あ る こ とに 注 目 し,多 くの 事例 を 集 めて 論 文 にま とめ,モ ス ク ワの 自

然 学 ・人 類 学 ・民 族 学愛 好 者協 会 に送 った 。1892年10月10日,そ の協 会 の席 上 で 論文

が 審 査 され,10月14日 発 行 の雑 誌 『ル ス キ エ ・ウ ェ ドモ ス チ』 に 要 旨 が掲 載 され た 。

フ リー ド リヒ ・エ ンゲ ル ス は これ を読 ん で ドイ ツ語 に翻 訳 紹 介 した。1893年 初 頭,シ

ュ テル ンベ ル グの 全 文 が雑 誌 『民 族 学 評 論 』(2-3号)に 掲載 さ れた 。 シ ュ テル ンベ

ル グ は これ に よ って 世界 に認 め られ,つ い にサハ リン島 か らの 出 口 を 自 ら切 り開 い た

の で あ る。 この 論 文 の抜 粋 は ル ィコ フ ス コ エ にい る ピゥス ッ キに も送 られた 。 ピ ゥス

ッ キ は これ に よ って 大 い に は げ ま され た に ちが い な い。

 シ ュテ ル ンベル グ は1891～92年 の 冬 を ア レ クサ ン ドロフ ス ク で過 ご し,92年2月 に

は近 くで ギ リヤ クの 熊祭 りを見 た 。92年 夏 は南 サハ リンを 調査,は じめて ア イ ヌに 出

会 った。

 1895年2月 「ア ムー ル新 聞」 の編 集 長A・ コル ドフス キー か ら シュ テ ル ン ベル グ は

新 聞 の寄 稿 者 の ポス トを提 供 され,一 方 ア ム ー ル地 方 研究 協 会 お よび 地 理 学 協会 ハ バ

ロ フス ク支 部 は シ ュテ ル ンベ ル グが アム ー ル地 方 の ギ リヤ ク その 他 の 原 住 民研 究 のた

め サハ リ ンを はな れ られ る よ う,サ ハ リン島の 行 政 当局 に願 い 出た 。 サ ハ リン島 の行
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政 当局 は これ を認 め,彼 は ウ ラジボ ス トク とブ ラゴ ベ シ チ ェ ンス クに入 る こ とを 許 さ

れ た。1895～96年 にか けて,彼 はア ム ー ル川,ウ ス リー川 流 域,ウ ダ川,イ ンペ ラ トル

ス カ ヤ ・ガ ワ ニの ギ リヤ ク やrt uチ を3度 訪 れ た。 また,1896年 の前 半 だ け で,新 聞

「ウ ラ ジボ ス トク」 に52点 の文 章 を書 いた 。 彼 が い か に精 力 的 に活 動 した か がわ か る。

 そ の年 の秋,シ ュテ ル ンベ ル グ はサ ハ リン島 に帰 るべ きだ との命 令 を うけ,い った

ん帰 島 した が,97年5月,特 赦 に よ って故 郷 に帰 る ことを 許 され,ウ ク ライ ナ の ジ ト

ミルへ 向 か った 。 実 に11年 ぶ りで あ った。 幼 少 の思 い 出 につ な が る生 家 は売 りは らわ

れ, .両 親 の 住 所 は変 って いた 。 姉 妹 は嫁 ぎ,兄 弟 た ち は学業 を終 えて 遠 い別 の 町 で く

ら して い た。 シ ュテ ル ンベ ル グ は,す っか り老 け て しま った 両親 との再 会 を喜 び 合 っ

た 。 や は り,生 きて い る こ と は よ い こ とだ,と 彼 は思 った。

 こ こで 彼 は,ペ テ ル ブ ル グの ベス トゥジ ェ フ ス キ ー ・クル ス(学 校)を 卒 業 して,

教 師 と して ジ トミル に赴 任 した サ ッ ラ ・ラ トネ ル と い う若 い女 性 と知 り合 った。 ふた

りの 間 に は愛 情 が 育 って い った 。

 サハ リ ン時 代 の 友 人 た ち か らの手 紙 が届 い た。1898年 春 に はプ ロニ ス ラフ ・ピ ウス

ッ キ か らの 手紙 が 届 い た。 それ に よ る と,1898年 か ら彼 はサ ハ リンの ル ィ コフ ス コエ

の測 候 所 勤 務 か ら大 陸 へ移 る こ とを許 さ れ,今 は農 民 の 身 分 で ウ ラジボ ス トクに住 み,

ア ム ー ル地 方 研 究協 会(博 物 館)で 働 き,新 聞 「ウ ラジボ ス トク」 の編 集 に も加 わ っ

て い る と の こ とで あ った。 かつ て シ ュテ ル ンベ ル グ も この新 聞 に記 事 を 書 い た こ とが

あ った 。 ピウス ツ キ が ウ ラ ジボ ス トク へ去 る と き に はサ ハ リンの ギ リヤ クや ア イ ヌが

泣 いて 別 れ を 惜 しん だ と い う[CEHqEHKo 1963:130]。

 ピウス ツ キ は この と き,エ ンデ ィ ン9H八HHと い う17歳 の 若 者 を ウ ラ ジボ ス トク

に と もな い,教 師 と して 彼 を 養 成 しよ うと した 。 エ ンデ ィ ンは ピウス ッ キの有 力 な イ

ンフ ォ ーマ ン トで あ った チ ュル キの弟 で あ った 。 ふ た り は ウ ラジボ ス トクで著 名 な文

化 的 活 動 家 マ トヴ ェエ フ ・ア ム ール ス キ ーH.n. MaTBeeB-AMypcKmbの 家 に寄 遇 し

た 。 しか しエ ンデ ィ ンは残 念 な が ら結 核 にか か り,ま もな く死 亡 した。

 一 方,シ ュテ ル ンベ ル グ は,故 郷 ジ トミルで は ほ とん ど研 究 がで きな い こと を さ と

った 。 イ ンフォ ー マ ン トも書物 もな く,同 好 の 仲 間 もい な か った 。彼 は首 都 ペ テル プ

ルグ へ 出 た い と思 った 。 ギ リヤ クの言 語 資 料 に関 す る彼 の著 作 を 出 版 で きるの は ロ シ

ァ科 学 ア カ デ ミー だ けで あ った。 しか も,ク ロ リや ボ ゴ ラズ は逮 捕 直 前 に大 学 を卒業

して い た が,シ ュ テ ル ンベ ル グ は卒 業 直 前 に逮 捕 され,結 局 中退 の形 に な って いた。

彼 はペ テ ル ブ ル グ大 学 当 局 に,も う1度 卒業 試験 を受 け させ て ほ しい と頼 ん だ が,こ

とわ られ て しま った。 シ ュテ ル ンベル グ は落胆 し,焦 燥 の 日 々を くら した。
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 1899年2月,ペ テ ル ブル グ にい るボ ゴ ラズ か らの手 紙 が届 い た。

 「今 日 は,レ フ! まず 用 件 か らは じめ ます 。 私 はあ な た の テ キ ス トにつ い て ア カ

デ ミクの ザ レマ ン と話 を しま した。 彼 が 言 う に は,ま ず テ キス トそ の もの を 見 る必要

が あ り,判 断 はそ れ か らの話 だ との こ とで した 。 国 際 的 な ギ リヤ ク語 の アル フ ァ ベ ッ

トは あ り ませ ん 。1892年 グ ル ー ベの労 作 が 刊 行 され て お り,別 便 で お送 り しま す 。 そ

れ か ら ヨヘ ル ソ ンの研 究 と私 の研 究 の 校 正 刷 を 見 本 と して 送 ります 。

 比 較 言 語 学 の 教 科 書 に つ いて は,ザ レマ ンは私 に1冊 も推 薦 して くれ ませ ん で した 。

そ れ に,そ ん な もの はあ なた と って必 要 な い と思 い ます 。 む しろ つ ぎ の こ とを お 願 い

します 。 数 編 の ギ リヤ ク語 テ キ ス トを書 き移 し,そ れ を 文 法 的 に くわ し く分析 して 下

さい。 音 韻,文 法,シ ンタ ク シ スの分 析 が くわ しけれ ば,く わ しい ほ ど よ い と思 い ま

す … …。

 ご承 知 の よ うに,い く分 か の厚 顔無 恥 に よ って 私 はペ テル ブ ル グ に た ど りつ き ま し

た。 「突 撃 」 の形 で や って きて,交 渉 の結 果 一 時 的 に滞 在 を 許 され ま した …… 。 ロ シ

ァ で臨 時 的 な扱 い は広 く根 を下 して い るので,私 は今 後 の こ とを あ ま り心 配 して お り

ませ ん … …。 私 の こめか み は 白 くな り,額 の皮 は そ こな わ れ ま した。 しか し全 体 と し

て は,私 は ま だ そ れ ほ ど老 け て お りませ ル。 ご存 じの よ うに,私 は ヨヘ ル ソ ン ら仲 間

と と も に学 者 ・研 究 者 の 道 を歩 む こ と にな りま した。 しか し古 い酵 母 が発 酵 し,私 を

作 家 の 道 に追 い た て ます 。 この2台 の モ ータ ー の 力 が衝 突 して,ど ん な こ とに な る か

はわ か りませ ん。

 ク ロ リも似 た よ うな もので す が,彼 の 場 合 に は さ らに弁 護 士 とい う仕 事 が加 わ って

い ます 。 ヨヘ ル ソ ン は自分 の 立 場 を確 立 し,悪 魔 と言 え ど も彼 を動 か す こ とは で きな

い で し ょう… … 。 ごめ ん な さ い,も う書 く時 間 が な くな りま した 。 私 は博 物館 に 出 か

け ね ば な り ませ ん 。 この手 紙 が 届 い た ら,ま た お便 りを 下 さい。 宛 名 はつ ぎの 通 りで

す。

      科 学 アカ デ ミー,民 族学 博 物 館,ウ ラ ジ ミル ・ボ ゴ ラズ 」

                        [PArEH-TopH 1975:115-116]

 シ ュテ ル ンベ ル グ はボ ゴ ラズ の この手 紙 に は げ ま され て 原稿 を仕 上 げて ペ テル ブ ル

グ に送 った 。1899年8月19日 付 で,ボ ゴ ラズ か ら返 事 が きた。 「あ な た の労作 を 受 け

取 り,今 読 ん で い る と こ ろで す。 ザ レマ ンは あ な た の論 文 を ベル リンの グ ル ー ベ に送

って 評価 して も ら うと言 い ま した が,私 はあ ま り賛 成 せ ず,自 分 で読 ん で ほ しい と頼

み ま した。 彼 はす で に あな た の論 文 を 科学 ア カ デ ミー の報 告 と して 印刷 す る よ う提 案

しま した … …・ ヨヘ ル ソ ン は3日 にペ テ ル ブ ル グ に着 き ま した 。 私 た ち はア メ リカ に
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出か け る準 備 を して い ます 」[rArEH-ToPH 1975=116]。

 ボ ゴ ラズ と ヨヘ ル ソ ンは,ア カ デ ミー会 員 ラ ドロフ の推 ば ん に よ って,ジ ェサ プ 調

査 団 の1員 と して 出 か け る こ とに な った の で あ る。

 シ ュテ ル ンベル グ は1899年 ペ テ ル ブ ル グ に移 り,人 類 学 ・民 族学 博 物 館 の研 究 員 の

職 を得,ザ レマ ンの 積極 的 な 助 力 によ って 『ギ リヤ クの 言 語 と フ ォー ク ロア研 究 の た

め の資 料 』MamepuaZbt no a3yveHar・ za■fimp・2・fi3btκa・U・〈b・2bκeopa . TerCC〃Zbt

c nepeBO∂aMa a npa〃evaHUftneu, T.1, q.1 , CH6.,1908.を 発 表 し,研 究者 と して

の地 歩 を確 立 した・ 一 方,1904～14年 間,博 物 館 で不 定 期 に民 族 学 に関 す る講 義 を行

な い,収 集 と展 示 の計 画 に加 わ った 。1900年 以 後,ブ ロ ックハ ウス とエ フ ロ ンの大 百

科 事典 の民 族 学 関 係 の 項 目を 監 修 した。

 シ ュテル ンベ ル グ が 籍 を お い た科 学 ア カデ ミー付 属 人 類 学 ・民 族 学 博物 館 は,ピ ョ

ー トル1世 の 創 立 にな る ク ンス トカ メ ラ に起源 し
,1879～94年 間 の 館 長 は著 名 な ギ リ

ヤ ク研 究 家,ア カ デ ミー会 員 シュ レ ンクJI.1皿peHKで あ った 。彼 は 自 らはす ぐれ た

研 究 を 行 な い,不 朽 の大 著 を発 表 した が,博 物 館 長 と して は,ほ とん ど な に も しな か

った 。1894年 か ら10年 間,著 名 な チ ュル ク学 者 ラ ドロフB.B. PallnoBが 館 長 とな り,

博 物 館 の収 集,展 示,研 究 に大 い に貢 献 した 。 シ ュテ ル ンベ ル グの 勤 務 が この ラ ドロ

フ館 長 の 時期 に あた って いた こ と は幸 いで あ った。 ラ ドロ フ は館 員 の 才 能 を充 分 に 引

き出 し,ま た の ば した の で あ る。

 1902年,シ ュ テル ンベ ル グ はつ い に ペ テル ブ ル グ大 学 の 卒 業 証 書 を も ら うこ と がで

き・博 物 館 の 上 級 研 究 員 とな った。 ア カ デ ミー会 員 オ ル デ ンブ ル グC.OnbneH6ypr

と ラ ドロ フが ア ジ ァ研 究 国際 委 員 会 を設 立 した の に と もな い,シ ュ テ ル ンベル グ が こ

れ の ロ シ ァ支 部 の 書記 とな った。 委 員 会 か らア ジ アの 各地 へ 調査 団 が送 られ,そ の コ

レク シ ョンの1部 は人 類 学 ・民 族 学 博物 館 に入 った 。 シ ュテ ル ンベ ル グ は国 際学 会 に

ロ シ アの代 表 と して 出席 し,ベ ル リ ン,ラ イ プ ツ ィ ヒ,ス トック ホ ル ムな どへ も業 務

出張 した。

 1903年 に は,博 物 館 は標本 収 集 の た め にプ ロニ ス ラフ ・ピウス ツ キを サハ リ ンと北

海 道 に派 遣 した 。 ピウス ッキ は 同 じ くポ ー ラ ン ド出身 の 政 治犯 「上 が り」 の ヤ ク ー ト

民 族 学 者 セ ロ シ ェ フス キ ーB. JI. CePOilleBCKMtiと 行 動 を と も に した が,ピ ウス ツキ

は期 待 に こた え て,主 と して ア イ ヌ資 料 を大 量 に集 めた 。 シ ュテ ル ンベ ルグ は ア イ ヌ

文 化 を 熱 心 に研 究 し,1905年,ペ テル ブ ル グ大 学 付属 人 類 学 協 会 で 「ア イ ヌ族 にお け

る イ ナ ウの信 仰 」 と題 して 講 演 した 。 ま た1926年,東 京 で開 か れ た 第3回 国際 太 平 洋
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会 議 で の報 告 も アイ ヌ問題 で あ った 。 今 日な お,ア イ ヌ南 方 起 源 論 の代 表 的論 文 とさ

れ る 「ア イ ヌ問 題 」 は彼 の死 後 の1929年 に発 表 され た 。

 1910年5月15日,シ ュ テル ンベ ル グ は学 生 ・ザ ル ー ビ ンH.M.3apy6HHと ア ン シ

ェ リスM.H. AH田enbCを とも な って,主 と して ゴ ル ド(ナ ナ イ)の 調 査 のた め に ア

ムー ル地 方 とサ ハ リンに 出張 した 。5月31日 ウ ラジ ボ ス トク に着 き,(当 時16日 か か

った),昔 の 友人 た ち と再 会,6月3日 バ バnフ ス クへ 向 って 出発 した。 この と き彼

は ピ ウス ツ キが シ ュテ ル ンベル グ に送 った2通 の手 紙 を持 参 し,古 い友人 た ち に見 せ

た。 この 手 紙 の文 面 は,読 む人 の涙 を さ そ わず に はい な い もの で あ った。 この 手 紙 に

はす で に,1914年 絶 望 の果 て にパ リの セー ヌ川 に投 身 自殺 す る彼 の運 命 が 予感 され る

と言 って も過言 で はな い。

 第1の 手紙 は つ ぎ の通 り。

 1909年1月1日,リ ヴ ォ フに て。

 親 愛 な る レ フ ・ヤ コ ヴ レヴ ィ ッチ!。

 今 日 はあ な た方 の 新 年,心 よ りお喜 び 申 しあげ ま す。 サハ リ ンの きび しい冬 と,い

っそ う粗 末 な状 況 が思 い出 され ます 。

 限 りな い か な しみ,未 来 の よ りよ い もの,ち が った ものへ の 不 信。 しめつ け る よ う

な悲 しみ,孤 独 感,隔 絶 され,忘 れ去 られ た 気 持 。 この よ うな 暗 い もの を背 景 に して,

たの しい 日々,す ば ら しい友 人 た ち と い う い くつ か の 明 る い点 々が 散 らば って い ま す。

今,私 は この わず か な 明 る くて 喜 ば しい事 が らを数 え あげ て み ます。 あな た の こ とを

私 は しば しば思 い出 しま す。 最 良 の 思 い出 はあ な た と結 びつ いて お り,お 会 い した と

きか らつ らい別 れ の と きまで,1つ と して い や な思 い 出 はあ りませ ん 。

 過 去 は ぬ ぐい去 られ ま す。 そ れ につ いて 考 え る余 裕 は あ り ませ ん。 過 去 の 中 に つ ぎ

こ まれ た情 熱 が 惜 しくな ります 。 今 で は も う,あ ん な こ と はで きな いだ ろ う と思 い ま

す 。 友人,共 同の苦 労,ギ リヤ ク,流 刑 囚 の子 ど もた ち,不 幸 な徒 刑 囚,そ して少 数

の捨 て られ た イ ンテ リた ち… … 。

 しか しす べ て は若 さ に よ って 色 ど られ て い る。 流 刑 の 島 の足 枷 の下 か ら,ひ たす ら

に太 陽 と人 生 と行 動 へ ほ とば しった 心 。 あ の 頃苦 しみ な が ら私 た ちが 愛 しあ った 人 々

を,今 こ こで み ん な集 めて み た い と思 い ま す。 い つの 日か,集 ま って あ の苦 しか った,

しか し心 の こ も った過 去 につ い て 語 り合 う こと は で き ない もの で しょ うか。

 あ な た を抱 擁 しま す。 そ して,あ な た が文 通 した り,会 った りす る他 の人 々 に も心

か らの挨 拶 を つ た え て下 さ い。

                        あ な た の プ ロニ ス ラ フ
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 ピウ ス ツ キ は必死 にな って,研 究 の つ づ け られ る定 職 を さ が して いた 。 ア メ リカの

民族 学 者 フ ラ ンツ ・ボ ァ ズF.Boasに も手 紙 を書 いた が,う ま くいか な か った。 今,

彼 は パ リへ 行 って,自 分 の著 書 出版 の可 能 性 を さが そ うと して い た。 第2の 手 紙 は

1909年10月19日 付 の もの で あ った。 発 信 地 は,ガ ゲ ンー トル ンには書 か れ て い な い。

 地 理 学 協会 の(ロ シ アの  加 藤)の 民 族 学 支 部 とP・ セ ミ ョノ ブ に あて て,今 年

な にか の 助 力 が ほ しい と頼 み ま した。 なん とか な りま す か し ら。 こ うす る こ と は恥 ず

か し くもあ るが,し か しど う した らよ いか,全 くわ か りませ ん 。 な に か確 実 な もの に

と りつ くこ とが ど う して もで きませ ん。 この 捨 て られ た気 持,こ の 確信 のな さ,期 待,

幻 滅 が 私 を 苦 しめ ます 。 こ う した こ とは,当 然 の こ とな が ら,仕 事 の生 産 性 を ひ ど く

減 少 させ ます … …。

 あ なた を心 か ら抱 擁 し,助 言,そ して も しで きるな ら協 力 を待 って い ます 。

                    あ なた の プ ロニ ス ラ フ

                    [rArEH-ToPH 1975:141-142]

 ピ ウス ツ キの 状 況 は シュ テ ル ンベル グ よ り もず っとみ じめ で あ った。 ポ ー ラ ン ドは

当 時3つ の大 国 に分 割統 治 され て お り,帝 政 ロ シア国 内 で 研究 者 な どの地 位 を得 る こ

と はた い へ ん困 難 で あ った よ うで あ る。 ガ ゲ ンー トル ンは,「 自 由 な身 で の学 問 の道

は,流 刑 の 身 の場 合 よ り も難 しか った 」 と書 い て い る[rArEH-ToPH 1975:143]。

 シ ュテ ル ンベル グ はハバ ロフ ス クで ア ル セニ ェ フB.K. ApceHbeBに 会 って話 を した 。

 第1次 大 戦 で は,シ ュテ ル ンベ ル グ は都市 連 合 か ら前 線 に取材 に 出 か けた り した が,

暗 い時 期 で あ った 。

 戦 争 と革 命 を経 て1918年,シ ュテ ル ンベ ル グ は地理 学 研 究 所 民族 学 部 の部 長 とな り,

若 い研 究 者 の養 成 に と りか か った。 ボ ゴ ラズ もこれ に加 わ った 。 彼 の好 き な 言 葉 は

「民 族 学 は旅行 家 の学 問 で あ る」 とい う もので あ った。 シュ テル ンベ ル グ は レニ ング

ラー ド大 学 で も教授 と して 講 義 した。 多 くの す ぐれた 研究 者 が育 って い った。 シ ュテ

ル ンベ ル グ は,多 くの人 々 に愛 惜 さ れ な が ら,1927年8月14日 レニ ング ラー ドか らあ

ま り遠 くな い ドゥデ ル ゴ フ村 で永 眠 した。 シュ テ ル ンベ ル グの 見 事 な伝 記 を書 いた ガ

ゲ ンー トル ンは1922年 に は じめ て シ ュテ ル ンベ ル グの 講 義 を 聞 いた 女 性 で あ る が,恩

師 の葬 式 の列 に加 わ って 感 じた こ とを も って,そ の著 書 を しめ く くって い る。

 「私 は シ ュテ ル ンベル グ の 目を ま っす ぐ見 つ め る よ うに して 言 う。『レ フ ・ヤ コヴ レ

ヴ ィ ッチ! 私 の 願 い は1つ だ けで す 。 ど うか 私 の生 涯 が ま っす ぐで あ りま す よ うに。

いつ も横 道 にそ れ ず にま っす ぐで あ りた い。 どん な妥 協 もな しに … …,あ な た と同 じ
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加藤 ロシア民族学のあけぼの

よ う に… …。』 レ フ ・ヤ コヴ レヴ ィ ッチ は私 の 言 う こ とを 聞 き,そ うな る ことを 信 じて

い る よ うに 見 え た 」[rArEH-ToPH1975:229]。
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